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統計力学 と電子計算揖

一梯 子 と弛 台 一

桂 虫 俊

本石私 の束北大学を去 るに当っての最終講読の税金を作 って下 さいま した応

用物理学科 は じめ関係 の方 々に厚 く御礼 申 しあげます｡

昭和 19年来北大学通信工学科を卒業 してか ら､ 5年間 の大学院特別研究生

時代を含 め､ 42年間研究､教育に従事 して来 ま したが その流れをい くつかの

思出を中心 としてお話 してみたい と思 います｡

§ 渡辺研究室

昭和 19年 の始め太平洋戦争 の敗色 も濃 くな っていた境です｡私 は渡辺寧先

生 の研究室に居 りま した｡先生 は海軍第 2技 術虎島田実験所最を兼務 して居 ら

れ､全国 の大学の電気 と物理 の大学院学生を学徒動員 の形で集 め られ､私 もそ

の中の一人で した｡ 当時 は研究所全体が何 の研究を しているか は知 らされ ませ

んで､私 はマグネ トロンの発振実旗を させ られて居 りま した｡渡辺先生 は研究

所 に朝永振一郎､小谷正雄､伏見康治､永宮焼失､高尾豊夫､渡瀬誠等 の先生

方を集め られ､ また大学院生 としては昨年東北大を退官 された佐撞岩男､電通

大 の神戸謙次郎､宇宙研究所 の小田稔 さん等 の物理 の方 々か居 られま した｡

戦争が終 り研究芸 に もどりま した｡先生 は ｢学会の効 は休憩時間のダベ リで

ある｣ とか､ ｢講演 のabstractをよ く読 め｣などと言われま した｡その頃 の

PhysicalRevieH には論文 の他 に講演 のabstractも出て いま した｡実際先生 は

Schockley の書いた半真 の トランジスターのabstractを見て､ これは大変 だ と

い って半導体研究 の要を叫ばれ始めたのです｡

私 は島田でマグネ トロンをや っていたのでマグネ トロンの陰極か ら放出され

た電子の初速度分布がマグネ トロンの電流電圧特性 にどういう影響があるか調

べたのが､最初の論文です｡ これ は講演 は しませんで したが学会講演の最初 は

半導体陰極でconductionband とimpurity levelがあることで電流電圧特性が

どうなるかを調べた もので した｡ その頃渡辺先生 は､島凹で多 くの物理学者を

友人に もたれた為 もあ ったか と思いますが物理 に非常に傾斜 され､研究室でブ

ランクの熱指封の起源 のゼ ミを されま した｡ また物理学会東北支部例会で ｢量

子力学 に関 す る-管見 ｣ と題す る条･S気 にみ ちた特別講演を された こともあ りま

す｡そんな熱気に当て られて接屋昇､武内志尚､西洋潤一､中野朝安､本多波

雄 さんなどの方 々が物理 に災味を見出 してそちらに行かれま した｡ このグルー

プはまた物理 の森田章､堀江忠児､な くな った薄 田的明 さんなどとも交流が あ

りま した｡
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ブ ラ ンクに退せ られ し師 に鮎せ られて辿 り歩み L波 の粒か な

学問 に注 ぎた まい し師 の思 い旭 とな りてわがむねを灼 く

§ 助教授就任

昭和 24年 に助教授 に任せ られま した｡渡辺先生 か ら君 に は電気桟関車 か照

明 の講義を して も らうと言われ､ どち らも在学 中諸芸 さえ聞 いた ことが なか っ

たので荘然 と して いた ら照明を とい うことにな りま した｡医学部生理 に岩間書

也 さん (昨年 まで阪大医学 部長)が居 られ､ そ こに 日参 して人間 の隈 と色覚 に

つ いて の勉 強を して講義 に とり入 れま した｡ その頃授業 を して いた ら､次 の時

間 にな ったのに気づかず にいて､ い きな り教室 の戸 が あいて ｢桂君､ もう快 の

時間 だよ｣ と永井佃三先生 が十数名 の学生 をつれて どや どや と入 って来 られ 允

ことが あ ります｡

§ 応用理学教室

昭和 26年 に応用理学 教室 の野 邑雄吉先生 の研究室 に移 りま した｡始 のテー

マか円板 によ る電波 の回折､次 は リボ ンによ る電波 の回折 です｡野 邑先生 は､

｢一生冷飯 を食 って もいいか ら学問を したい｣とい う覚悟 の もので な ければ弟

子 はとらない と言われま した｡八田達､ 山村一郎､猪苗代盛､春海珪三郎､高

久浩俊 さんな どが野 邑先生 のグループで した｡特殊関数論､hleber-Schafheit-

1inの不連続積分､鞍部点 によ る積分評価､級数 を r関数を用 いて積分表示 に
なお し､積分路を うつ して別 なま式を得 る方法等 のノ ウハ ウを学び ま した｡ こ

れ らのノ ウハ ウは其後払が電波 の回折を誹 れ た後 も､液休 の ビ リアル係数 や分

子分布関数､ またス ピ ング ラスの研究等 に常 に役立 って来 てお ります｡複素積

分 の計算でsaddlepointの位置 は分か ったが積分路 を ど うとってよいか分か ら

な くて困 った ことが あ ります｡

鞍部点定 め待 たれ ど積分路求むに難 し虚部等 の絡

また この境 の仕事 に八 田達君や森 田章 さん と電場 のかか った場合 のenergy

bandの話が あ りますが､ 1973年 にな ってStarkladderのは じめの仕事 と し

て とり上 げ られま した｡

§ CondensationとIsing病

MaxHell分布やFermi分布 を用 いることか ら統計力学 に入 って行 った ことは

先 に挿 しま した｡藤 田君 や化学 の中島威 さん とFoHler-Gaggenheimの統計力学
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の輪講を した りしま した｡ そ こでぶつか った問題 が凝縮 の問題です｡水蒸気 は

何故水 にな るか とい う問 です｡ この頃凝縮 に関 す るMayer-Kahn-Uhlenbeckの理

論 とい うのがあ りま した｡ それ は圧力を逃散能 で展開 した級数を綻 折接続 した

関数 の解析的特異点 が最絹 を与 るとい うものです｡藤 田君 とこの理 論 を しらべ

て その必然性が ない ことを指摘 しま した｡ これを大阪 の物理学会で発表 した時､

N大先生が ｢Mayerの理論 は正 しい｡ あなたの理論 はMayerの理論 と異 な る｡

故 にあなたの理論 は誤 りで あ る｡｣ と言われ ま した｡私 は学会発鼓 が 2皮 目位

の ときで､N先生 の論理 は全 くな っていない と思 いなが ら何 も言 わず に壇上 で

数分立往生 したの ちそのまま壇 を下 りて しまい､藤 田君 か ら ｢せ めて r後 で考

えてお答 します J とで も言 って くる ものだ｣と言 われ ま した｡上 の主 張 は ｢凝

縮点 は木 の節で はな く､木 に竹 を継 いだ点で あ る｣ とい う表現で示 し､1953年

日本 で行 われた最初 の国際会議 で も討論 し､Yang-Leeのcondensationの凝縮理

誌を も?て して も解決 出来 ない ことを示 しま した｡

Yang-Leeの理論 は気体 一波休 の転移を強磁性 のIsingモデルの転移 に結 びつ

けた もので､ これか らIsingモデルの勉 強を は じめま した｡KaufmannのIsing

モデル の論文 を読ん だあ とYangの 自発磁化 の論文 のゼ ミを藤 田君 や福 田義一 さ

ん と一緒 にや り､ その精妙 な論理 の進 め方 の とりこのな りま した｡結果 は

･- [ - sh4(J/kT)

とい う実 に簡単 な式 なのですが 8頁 の論文 を読 む のに半年かか りま した｡ その

頃 Ising病 とい う.言葉 はまだ出来て いませんで したが皆 Ising病 の藍症 患者 で

した｡例えば福 田 さん は ｢3次元 Isingモデルが とけた ら物理をや めて首姓 に

な る｣と言われ ま した｡ また 4月 1日に藤 田君 に ｢有限磁場 中のIsingモデル

が とけた とい う論文 を今 日見つ けた｣ と電話 した ら､彼 は物理か ら繭六軒町 の

応理 まで息せ き切 って走 って来 て､走 り通 し切れず に- と休 み した ときApril

Foolでだま された らしい ことに気がつ き､ あ とは歩 いて来 た とい って あ らわれ

た こともあ ります｡

Condensationの続 き と して は井戸型 ポテ ンシャル気体 や剛体球気体 の ビ リア

ル係数 や クラスター積分､分子分布関数 の計算 を行 ないま した｡ ビ リアル係数

の計算 はPhys.Rev.に投稿 して 1年間何度催促 して も梨 のつぶてで あ った所 へ､

い きな り校正刷 が来て ほ っと しま した｡ 出た らFeynmannか ら H amenjoying

andadmiringtoreadyourarticle/ とい う手紙 を もらいま した｡Reichlの

教科昔 にはKatsura'snethodとして紹介 されていますが､ReichlがKatsura's

methodとい った ところはMontroll'smethodであ って､私 のや った ところは

Montroll'smethodで は出来 なか った部分 なのです｡

1977年 にMayerandMayerの統計力学 の 2版 が出た ときDorfmanが その

Bookreviewを苫 いてMayer理論 の批判を して います｡
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統計力学と電子計算機

この辺 に書 いてあることは正 に私 が 25年前か ら口を酸 っぱ くして繰返 し

言 って来 た ことです｡ あるときはあなたの理詰‖･lMayer と巽 る故に誤 りだ と言

われ､ある時 は論文 を投に されま した｡木 に竹をつ ぐ所 はたまたま木 の節 であ

る可能性 はあるに して も､木 の節であ る必然性 はない ことは今や周知 な ことと

な って しまいま した｡私 はDorfmanに

Whenilookbackuponthepastquarterofcenturyonthisproblem,

iamfullofdeepemotionthoughourworksmaybeburiedinoblivion.

とい う手紙を音 さま した｡

これ ら統計力学 の研究 にあた って は伏見康治先生 の ｢量子統計力学｣か ら大

きな影響を受 けま した｡

一切 の抱鍵 は勢力演算子 (ハ ミル トニア ン) に含まれて

密度行列 また状態和

§ SENAC公開 まで

次に電子計算損 にかかわ る回顧をお話 して見 よ うと思 います｡

計算機 といえば昔 はタイガー計算損で した｡私 は昭和 20年代 のは じめか ら

中頃 にか けて､朝か ら晩 までガ ラガ ラ回 してや っと連立一次方程式 1閥を とき､

その解を 100閥以上用 いて 1本 のカープをか くとい うよ うな仕事 をや って居

りま した｡他で も述べま したので詳 しくは省 きますが､ この苦 しみを免れ るた

めには日本で も電子計算機が必要であると思 うに到 り､電気､物理､数学 など

の雑誌会でその必要性を といて回 りま した｡

数年後大泉克郎先生か ら菓北大で も電子計算桟を搾 るか らお前 も手伝え との

お話で､本多披雄､小野寺大､野 口正一君 な どと一緒 に川崎 の鎗半 とい う宿 に

泊 ま りこみ 日竃 に通 いま した｡ そ こで､浮動固定小数点切換､ 1語 48ビ ッ ト､

先行制卸機能を もち命令数 256とい う当時 として は日本有数 のSENACが

設計 されたのです｡

SENACが公開 の前 日故障を起 こし､夜 中 3時堕や っと復旧 して ほっとし

ていた ところ､朝 の 6時過 ぎに東大の後棒英一 さんが大泉教授室 に見え られま

した｡後藤 さん はたむ ろ していた我 々に向か って ｢や っぱ り徹夜ですか､ハ ッ

ハ ッハ｡寝台 で来 ま したかいま大泉教授室 に鍵がかか って いるようだ った ら大

した もんだな と思 って来たのですかね｣と言われま した｡ その頃 はNeumann の

法則 とい うものが あ った時代です｡お前 の所 の計53:機 は何時出来 るか とき くと､

どこの大学で も､ どこのメーカーで も ｢半年後｣と答え る｡半年 た って質問す

るとまた r半年後｣ とい う答が返 って くる｡ これがス トア ドプ ログ ラム方式 の

-2931



桂 重俊

電子計算機 の生みの親Neumannの法則 と言われた ものです｡

計算機をは じめてか ら大泉先生､高揺秀挨先生､喜安喜市先生､後藤英一 さ

ん､和田英一 さん､騎宮安男 さん､室賀三郎 さんなどにいろいろ教えて頂 きま

した｡

公開 の前夜の徹夜知れば足 ると早朝訪い来 し後勝美-

§ オ レゴ ン大学

Mayer理論への批判がHillの統計力学 の本に とり上 げ られたのかほで1961年

か ら2年間アメ リカのオ レゴ ン大学 に参 りま した｡

またこの間何度かのconferenceなどでT.L.Hill,M.E.Fisher,G.H.Wannier,

R.B.Griffiths,G.Stanley,M.S.Green,D.D.Betts,T.H.Berlin,G.A.Baker,

J.E.Mayer,A.∫.F.Siegert,H.B.Callen,■R.Kikuchi,T.Tanaka等の人 々と接

触することが出来､ その後の私の研究に大 きな影響が与え られま した｡ また外

国人であれ 日本人であれ､以前か ら知 っていた人で も新 に紹介 された人で も､

招持 されたりした りす ると急に親近感が深まることを教え られま した｡

§ 応用物理学科

アメ リカか ら帰 って来て間 もな く新設の応用物理学租 に移 りま した｡ 当初清

野節男､高橋実､堀江思児 の諸先生 と応用物理学 とは何か､応用物理学科 とは

いかにあるべきかについて口角泡を とば した議論 もあ りま した｡建物 もな くて

旧工車内のボ ローな木造 に住んで居 りま した｡

創成の日は借家 にて床板を踏みぬきしこと一再な らず

それか ら旧精密工学科 の建物に移 り､ついで音裏山の電気 ･応物系の建物 に

移 りま した｡菊地書充先生 ほか電気系の先生方の御意見を うかが った とき､デ

パ ー トのなかに入 って片隅で豊富な仕入れ品を卸 して もらって営業するか､デ

パ ー トを出て屋台を引いて ラーメ ン屋で もや るか と問われたことがあります｡

情報工学専攻 の予算 と交換 して応用物理学科 の独立視が竣功 したとき､次の歌

を読みま した｡

ラーメ ン屋屋台を引きて十五年いま新装 の店舗竣 (な) りたり

また応物創設に引続 いて原子核工学科事件や大学紛争があ りま した｡ この間､

応物では一致結束 して事 に当 りま した｡大 きな学生 のビラが貼 られたとき堀江

先生が ｢君たちは自分の学校を愛 さないのか､学校を愛 した らこんな汚いビラ

が はれる筈 はないで はないか｣ と一喝 された り､転勤隊導入 に学生が反対 した
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とき､ ｢便所が詰 ま った ら便所掃除屋 を呼 んで何 が悪 い｣と岐河 を き られ たの

は特 に印象 に残 って居 ります｡

其後他大学 で は殺人 も起 きたので この歌 は色 あせて しまいま したが､ 当時 は

学長告示 ｢強盗傷書放火を禁ず｣ まだ殺人 と強姦 のな き

とい う状態 であ りま した｡

S XYモデル､Heisenbergモデル

Isingモデル の研究 か らや は り磁性体 のモデルで あ るHeisenbergモデル の研

究 に入 って ゆ きま した.交換相互作用 の 2成分が 0の とき状態和 をexactに求

め ることが出来てPhys.Rev.にの りま したが､preprintを送 った ときFisherか

ら "congr.aturations,oneexactlysolublemodelHasadded inphysics･カ

とい ったよ うな手紙 を もらいま した｡

その後交換相互作用 の Z成分 の入 った場合 につ いて摂動論やHartreeFock近

似､Green関数法 な どで緒苗代君や堀 口剛 君 と一緒 に仕事 を しま した｡Green

関数 のdecoupling法 を用 いた論文 で､同 じ場所 にお けるス ピン演算子 のフェル

ミオ ン的性格 か 自発磁化 の温度特性 に対 して本質 的で あ ることをのべ､ この効

果を無視 した論文 はすべて inconsistensyを含 む ことが起 きて い ることを指摘

しま した｡ この論文 に対 してPhysicalRevietdのrefereeか ら悪意 にみ ちて い

る としか思われない コメ ン トが届 き､論争 して も無駄 と思 って､ Jour.Phys.

Soc.Japanにのせ ま した｡Hayerの とき といい､今度 の場合 といい､定説 と

な って しま った偉 い人 にたてつ くのは容易 な ことで はあ りませ ん｡

XYモデル につ いて は其後堀 口君 とdynamicsの研究を行 いま したが鈴木増雄

さん も手が けて居 られ た とい うので連名 に しま した｡ これ もexactで あ る為 か

なか なか好評 のよ うです｡

なお 1次元 のIleisenbergモデルの第 2ビ リアル係数を正確 にBetheAnsatzを

使 って求 めた仕事が あ ります｡ ただそれだ けの仕事 のつ もりで したが､数年程

た って物性研 の高橋賞 さん の 1次元Heisenbergモデ ルのexactsolutionとい う

論文が現 れた とき､ その正 しさを証明す るためのcheckに私 の仕事が用 い られ

て いま した｡ 自分 の仕事 は これに くらべて実 に小 さい仕事 で はあるが､ ああ こ

うい うこ とに役立 ったのか､ と思 った とき浮 かん だのか次 の歌 です｡

か の ビル の足場 のひ とつ五年前わが作 り Lは小 さな梯子

§ 格子 G reen関数

次に格子Green関数 の ことにふれてお きます｡質点がバ ネでつながれて 1次

元的 にな らんでい る ときの格子振動 の振動数 の分布が どんな形 にな るか は物性
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や統計力学 の殆 ん との教科書 も出ている話です｡ 2次元 の場合 は 1940年頃

にMontrollによ って とかれま した｡ 3次元 の場合格子振動の振動数分布 は次 の

積分

I (a, -iTJJI
dI dy dz

a- C0SX~ C0Sy- C0SZ

によ り定韮 され る解析関数 のinaginarypartで与え られ ることか知 られて居 り､

一般 の場合 これを latticeGreen'sfunctionといいます｡

この積分を変形 してBessel関数 の領 の積分 になお し､更 に これを級数表示 に

してか らもう一皮r関数の積分衷示 になお して変形す るとい うことを考えま し
た｡ これ は正に野 邑先生か ら学んだ方法 の適用です｡energyband の内 と外 に

対 して私 は別個 の積分表示を用 いて計算 した所､持百代先生がそれ は解析接続

で互 に移 ることを示 され､措苗代､阿部芳彦君 と一緒 に仕事を しま した｡ この

とき守 田徹 さん と堀 口剛､山崎義式君 は桔 円積分 の積分でアタ ックす るとい う

方法を とり､連名 で昔 いた り別佃 に苦 いた りしなが ら､結晶構造 をかえた り､

漸近形を求 めた り､特殊 な点 の正確 な値を求 めた りして次 々に論文が出来 ま し

た｡

いま作 るこの路台 は誰が路 まむ我 も舘 まめと他人 (ひ と) よ踏 めか し

とい う歌を作 ったのはこの頃です｡ 1973年 にな ってJoyceによ り単純立方

格子 の格子Green関数が､任意 のenergyに対 して措円関数 の積 として あ らわ さ

れ るとい う論文が発表 されま した｡ これ は 3階 の故分方程式をみたすIleun関数

とい う特殊関数を用 いた大変 な論文ですが､彼が結果を出すために我 々の出 し

た結果を用 いているのを見て､ 2年前 に作 った踏台 は踏 まれた､ しか も今度 は

この踏台 な しには登 り得 ない高所へ彼 は登 ったのだ と感慨一入 の ものがあ りま

した｡

§ ス ピング ラス

次に ランダム系 のお話を致 します｡辻 山文治郎君 とランダ ム系 の問題 を とり

上 げ､ア ンニール ド系 の稀薄 Isingモデルは S- 1のイジングモデルで表わ し

得 ることを示 し､ 1次元 の場合 はア ンニール ド系､ ケ ンチ ト系共に正確 に とけ

ることを示 しま した｡ 1965年 ワ シン トンでの臨界現象の国際会議 に出 した

ところ招待講演 だけ載せ るプ ロシーデ イングに出 して もらいま した.｡一これ は外

に論文 として出 さなか ったのでBlume-CapeトGriffithsモデル と言われてい る

ときもあ ります｡

1974年 に松原史卓君が ランダム系 の分布関数法を は じめ､ 1976年 に
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松 原 一坂 田 のス ピング ラスの理 論 が 出 ま した｡ 1月位 お くれて非線型帯磁率 の

ス ピ ング ラス転移 温度 にお ける負 の発散を私 が示 し､後 に藤 木君 とこれを精密

化 しま した｡ これ につ いて は 1977の鈴木 増堆 さん の仕事 の方 が知 られてい

ます｡

其 後､措百代 生､藤木 を義､永 原 出､ 宮本 な はみ､ 白倉孝行､松野 明､保坂

茂 ､大鳥茂､今泉孝 弘､末永 敏幸､小西和夫 君 な ど と､対近似 の精密化こ ク ラ

ス ター近似でベース とな るク ラス ター､を大 き くす る こと､三角格子､ FCC格

子 等 では正方格子､立方格子 と違 って相図 が非対称 にな る こと､ サ イ トモデル

へ の拡張､EupSrl-pSへ の適用 ､等 々の仕事 を行 な いま した｡図2,3はFCC

の相 臥 図4,5はEupSrトpSの相 図 で､ 何 れ も実娘 の相図 と定 性的 に一致 してp
も居 ります｡国際 会故 ポー ラ ン ド､ ベルギ ー､ カ ナダ､ イタ Tj- と続 けて 出か

けま した｡

これ らの国際会韻で異国 の情緒 を カメ ラにお さめ よ うと張切 ったの はよか っ

た のですか､ 1度 目の ときは ロ ン ドンの汽車 の中 で､ 2度 目 はバ リの空港で､

フ イルム とと もにな くして しま いま した｡ 3度 目 は シカ ゴの空港で金尾探知機

の ところにお いて出て きた ところスチ ュワーデ スが持 って きて くれま した｡

condensationか らス ピング ラスに至 る統 計力学 の研究 は､ 〝皇統連綿 と して

続 いた 〝所謂C鑑 グル ープ にお け る実 り多 い交 流 の中で行 なわれ ま した｡小野

周 ､松原武生､斉藤 信彦､庄 司一郎 ､長 谷 田泰一郎 ､小 口武彦 ､掘淳一､池田l

和 義､ 中野藤生､鈴木増堆 さん等 お名 前を あ げれ ば限 りが あ りません｡

S 女 王 と女 中

少 し数学 と物理 の関係 につ いてお話 して み たい と思 いま す.数学者 は数学 は

学 問 の女王だ と思 って居 ります｡ これ に反 して物理 学者 や工学 者 は数学 は学問

の女 中だ と思 って居 ります｡私 は､ 伏見先生 か ら引 きつ いだ と自分で は思 って

い るのですが､後者 の立場 を とって い るつ もりです｡ 単純 なモデルの厳 密解 を

求 め､ い ろい ろなモデル の結果 を物理 的 にextrapolate す る こ とで実在 の真相

をつかんで行 きたい と思 って居 ります｡ こ うい う立場 を とって い るとしば しば

計算量 と思わ れが ちセすが､語学 の達者 な人 が未 熟 な人 よ り意志 の疎通が よい

よ うに､道 具 と して の応用数 学 を駆 使 して物理 的 思考 の節約 を計 りたい､仮定

さえ物理的 にたてれ ば中間過程 で は物理 は考 え な くてす む とい うことを 目指 し

七 いるつ もりで居 ります｡ ただ し却 墓学 か ら発生 した数学 は現代数学 とな って

我 々の手 の届 くところで はな くな って しまい ま した｡

絶世 の美女 と育 ち し女 中 の子 もとの主 人 を取 み はせ ず

とはこの欺 きを歌 った もので あ ります｡

S 計算 セ ンター と物理学 会
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大型計算機 セ ンターに対 して は､ず っと運営 委員 を してお手伝 し､学 内 セ ン

ター は 1978年か ら82年 まで二村忠元 セ ンター長 の後 をつ とめ させ て頂 き､

松 田厳 さん と仕事 を しま した｡大計 の負担金 委員会で いち も単価 を半額 に下 げ

てユ ーザ ーを 3倍 にふやせ ば大計 もユーザ ー も共 に助か る とい う議論を したの

ですがなかなか思 うよ うに は行 きませ んで した｡学 内 セ ンタT にお ける仕事 と

して､学 内セ ンターに大計分室 を置 くことに した ことは利用者 の投 に立 った こ

とだ った と患 って います｡

1977年か ら1979年 まで物理学会で協 きま したが､松 山､高知､冨 山､

福島等を訪 ねて学会 の開催地 を引受 けて頂 きま した｡理事会 のあ と事務室 で空

腹 にオ ンザ ロック 2杯 を飲ん で気 を失 ない､救急病院 に運 ばれ た ことが あ りま

す｡ 目が さめた ら傍 に物理学会 の事務局長 の野 々村故 さんが心配 そ うに付添 っ

て いて くれま した｡家 内 は柄院 か らの電話で､葬式 を ど うや って 出そ うか と心

配 していたそ うです｡

§ 研究室

研究室 で は花見､ ソフ トボール､駅伝大会 な どの年 中行事 の他 に､学年 によ

り海水浴や スキーに行 った年 や登山 した年 な どが あ り思 出が沢 山あ ります｡特

に ロスア ンゼルスか ら来 られ た菊地良一先生 を交 えて大東岳で道 に迷 った とき

は､皆様 に大変御心配 をおか けいた しま した｡研究室 のゼ ミは毎週行 いま した

が､応物研修､修論､ D論 の発表会近 くな る と皆熟 の こもった発表を しま した｡

時 に は深更 にお よん だ こともあ ります｡

また外国人研究 者 が研究室 を訪問 した ときは､ お客 さん の専門 に近 い ことを

研究 している人 に 自分 の仕事 を英語で話 して もらいま した｡ 4年生 の工藤大誠

君 がGuntonの前でIsingモデルのgroundstateを超多面路 の頂点 で と らえ る と

い う卒論の話 を した ときのGood!IsthatyourPh.Dthesis9" と聞かれ "No,

bachelor'sthesis."と答 え た ことが あ ります｡

一人 ずつ師 を超 えて ゆ く弟子 あ りて学問 の進歩 はか くて成 る らし

§ ワープ ロ

次に ワープ ロの研究 につ いて 申上 げます｡昔 は.タイプを打 った とき手音 さで

式を書 き､間違 った ところは貼 り紙 を して直 しま した｡ IBMのポール タ イプ

ライターが現 れ た とき､ シンボル 10とバ イカのタ イプエ レメ ン トを取 り替 え

なが ら式が きれいに打てた ときは全 く感激 しま した｡ その うち大型計算悦 に

RUNOFFとかROFFなど とい う論文沼古 システムが入 るよ うにな りま したが､ ギ リ

シャ文字､上 ツ串､下 ツ皐の操作 は複雑 で使 い ものにな りませ んで した｡パ ソ

コ ンP ワープ ロに して も同様 です｡
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ここにUN IXのマニ ュアルにの ってい る例題 が あ りますが タ イプを打つ と

い うよ りはプ ログ ラムを作 るとい うよ うな有様 です｡ n誓 1を sumfromn-1
toinfinity と入力 す るのですが ∑が紀和 であ るか 自己エネルギ ーであ るか は

タ イピス トの預 り知 らぬ ところなのです｡RUNOFFの説明会 などでか くあ るべ き

だ と何度 も言 ったが とり上 げて もらえ ませ んで したので､研究室 で作 って見 よ

うと思 うに至 りま した｡ 丁度増子進君､一年お いて益子純一君 とい うマ イコ ン

の熱 愛者が研究室 に入 り､ 2代 の卒論 をつづ けて- 問 の一年間 は私が続 けま

したが- デ ィスプ レーで の入力 イメー ジが出力 イメー ジと一対一 に対応す る

システムを作 り上 げ ることが 出来 ま した｡現在東大､東工大､京 大､九大､広

島大､秋 田大､電通大等で もお使 い頂 いて居 ります｡ この システムを用 い るた

めにFMllを購入 され た ところ も一二 に止 ま りませ ん｡惜 しむ ら くはパ ソコ ンの

世界で はNEC全盛 で､富士通 を持 って居 られ る所 が僅かな ことです｡

§ コ ンピューター通信

鼻近 はコ ンピューター通信 に関心を持 って居 り､ その ソフ トやハー ドを作 っ

て居 ります｡ ソフ トは益子君､福 田亙君 など と一緒 の仕事です｡約十年前 の国

際 会議でポー ラ ン ドか らテ レックスが来 て返事 を出そ うと思 って電祁局 に行 っ

た ら､ そんな もの は電報局 に はない､ どこかで コネで打 って もらえ と言 われ ま

した｡ どこにあ るか ときいた ら栗北大 に もあ るよ といわれ､情報工学専攻 にあ

ることを教え られ､根元義章 さんに打 って頂 き､打 ち方 も教えて頂 きま した｡

その後何度か使 ってい る内 に､ これ は絶対研究室 か ら打 つ ことが 出来 るよ うに

な るべ きで あ ると思 い､ KDDに問合せ た り金研 の小岩 昌宏 さんな ど と議論 し

ま したが､ その ときはそのままに終 りま した｡昨年春 よ り大計を通 じて テ レッ

クスが打て るよ うにな った ことは全国 に誇 るべ き野 口セ ンター長 の大 ヒッ トと

思 って感謝致 して居 ります｡本年秋頃か らはビ ッ トネ ッ トも実用 になろ うと し

て居 ります｡

いまカナダ のDalhausie大学 に諾木君 がいますが､一 番手 っとり早 い方法 と

して用 いて い る方法 は､ D大学 の計算 セ ンターに直接 ア クセス して彼 の IDで

ログオ ンし､MAILSt(とい う彼 のフ ァイルにメ ッセー ジを ア ップ ロー ドしてお く

ことです｡彼か ら私 へ の通信文 はMAILSFとい うフ ァイルに入 って います｡手際

よ くやれば片道 10行位 の文章 の往 と復合わせ て 2分位 ですみます,か ら､航 空

便 の 2通分 とあま り違 わ ないか もっと安 い料 金で通信が 出来 ます｡

しか し､折角mailが 2分 で届 いて も 10日に一皮計算機 をアクセスす るので

は郵便 よ りお そ くな るわ けです｡ これを打開す る為 に はモデムがmailの着信を

検知 した ら､ 自動的 に場 末 とプ リンターの電源が入 って無人 で もプ リンターに

打 出 してお くよ うにすれ ばよいのです｡此度研究室 で伊与田髄敏君が この装 置

を試作 しま した｡ このよ うな芸笹が普及すれば竜子mailは郵便 よ り早 く安 く使

え るのです｡
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桂 重俊

§ 梯子 と踏台

時間 もな くな って きま したのでそろそろ碁を閉 じたい と思います｡ このお話

の副題に梯子 と踏台 と名付 けたわけはもう皆様にお分 り頂 けたと思 います｡学

問 というものは一歩一歩踏台に登 り､梯子をか けて築 き上 げて行 くものです｡
＼

皆 さんも先人の作 った踏台に上 り､梯子を上 って ビルを建てて下 さい｡ ビルが

出来 あが った とき､梯子 も踏台 もとり外 され､消えて しま うか も知れません｡

その とき､いま出来たビルはまた次のビルのための梯子 と踏台になるのです｡

私を今 日まで支えて下 さった諸先生､同瞭友人､一緒に仕事を して下 さった

後張､それを こまごま と助 けて下 さった芝山多香子 さん はじめ秘書 の方､他多

くの方々に心か ら感謝 して拙い話をおわ りたい と思 います｡
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